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調達要求番号： 

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書  

物品番号  仕 様 書 番 号 

自動変速機油 

ＧＱ－Ｋ００００４９Ｒ 

作 成 平成１９年 ２月２２日 

変 更 令和 ４年 ３月 ２日 

作成部隊等名 補給統制本部 需品部 

1 総則 

1.1 適用範囲 

 この仕様書は，陸上自衛隊において使用する市販品の自動変速機油について規定する。 

1.2 用語及び定義 

 この仕様書で用いる用語及び定義は，次によるほか，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１による。 

1.2.1 

市販品 

 一般市場に流通している物品で，カタログなどによって明確にされているものをいう。 

1.2.2 

カタログ 

 この仕様書においては，製造者等の使用しているカタログをいう。 

1.3 種類 

 種類は，表1による。 

表1－種類 

種類 物品番号 

２０ Ｌ ９１５０－１６１－６２３７－５ 

２００ Ｌ ９１５０－２８１－８９８０－５ 

1.4 製品の呼び方 

 製品の呼び方は，仕様書の名称及び表1の種類による。 

    例 自動変速機油，２０ Ｌ 

1.5 引用文書等 

1.5.1 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１    原油及び石油製品－密度の求め方－第１部：振動法 

ＪＩＳ Ｋ ２２５１      原油及び石油製品－試料採取方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２５６      石油製品－アニリン点及び混合アニリン点の求め方 

ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４    引火点の求め方－第４部：クリーブランド開放法 

ＪＩＳ Ｋ ２２６９      原油及び石油製品の流動点並びに石油製品曇り点試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２２８３      原油及び石油製品－動粘度試験方法及び粘度指数算出方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５１０      潤滑油－さび止め性能試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５１３      石油製品－銅板腐食試験方法 
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ＪＩＳ Ｋ ２５１４－１    潤滑油－酸化安定度の求め方－第１部：内燃機関用潤滑油酸

化安定度 

ＪＩＳ Ｋ ２５１８      潤滑油－泡立ち試験方法 

ＪＩＳ Ｋ ２５１９      潤滑油－耐荷重能試験方法 

ＪＩＳ Ｚ ７２５３      ＧＨＳに基づく化学品の危険有害性情報の伝達方法－ラベル，

作業場内の表示及び安全データシート（ＳＤＳ） 

ＮＤＳ Ｚ ０００１      包装の総則 

ＪＰＩ－５Ｓ－２６－９９   潤滑油－低温見掛け粘度試験方法－ブルックフィールド粘度

計法 

ＪＡＳＯ Ｍ ３４７－０７   自動変速機油－せん断安定性試験方法 

ＪＡＳＯ Ｍ ３４７－９５   自動変速機油剪断安定性試験方法 

ＪＡＳＯ Ｍ ３４８－０２   自動変速機油摩擦特性試験方法 

ＪＡＳＯ Ｍ ３４８－９５   自動変速機油摩擦特性試験方法 

ＪＡＳＯ Ｍ ３４９－０１   自動変速機油シャダー防止性能試験方法 

ＪＡＳＯ Ｍ ３４９－９８   自動変速機油シャダー防止性能試験方法 

b) 仕様書 

  ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 

c) 法令等 

消防法（昭和２３年法律第１８６号） 

労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号） 

特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（平成１１年法律第

８６号) 

危険物の規制に関する政令（昭和３４年政令第３０６号） 

1.5.2 関連文書 

  ＪＡＳＯ Ｍ ３１５－９８   自動変速機油 

  ＪＡＳＯ Ｍ ３１５－０４   自動変速機油 

 

2 一般的事項 

この仕様書に規定していない事項は，製造者が規定する仕様及び社内規格並びに商慣習による。 

 

3 製品に関する要求 

3.1 品名及びカタログ製品名 

 品名及びカタログ製品名は，調達品目表による。 

3.2 性能等 

同等と判断する要求基準は，表2によるほか，表3又は表4による。 
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表2－性能等（１） 

項目 規定 試験方法 

密度（１５ ℃）      ｇ／cm3 報告 ＪＩＳ Ｋ ２２４９－１によ

る。 

引火点（ＣＯＣ）        ℃ １７０以上 ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４によ

る。 

燃焼点             ℃ １８５以上 ＪＩＳ Ｋ ２２６５－４によ

る。 

動粘度 ｍｍ2／ｓ ４０ ℃ 報告 ＪＩＳ Ｋ ２２８３による。 

１００ ℃ ６．８以上 

粘度指数 １５０以上 ＪＩＳ Ｋ ２２８３による。 

流動点             ℃ －４０以下 ＪＩＳ Ｋ ２２６９による。 

泡立ち性  ｍｌ 
(1)  ２４ ℃ ２５／０以下 ＪＩＳ Ｋ ２５１８による。 

(2)９３．５ ℃ ５０／０以下 

(3)９３．５ ℃ 

 後の２４ ℃ 

２５／０以下 

銅板腐食     １５０ ℃／３ Ｈ フレークを伴う黒変がないもの又

は３以下とする。 

ＪＩＳ Ｋ ２５１３による。 

 

さび止め性 試験片表面にさびがないもの

とする。 

ＪＩＳ Ｋ ２５１０ａ）によ

る。 

色 赤 目視による。 

アニリン点           ℃ ９０以上 ＪＩＳ Ｋ ２２５６による。 

耐荷重能（７５０ ｒｐｍ） ｋＰａ １９６以上 ＪＩＳ Ｋ ２５１９による。 

酸化安定性 

１５０ ℃／９６ Ｈ 

粘度の増加率

     ％ 

２０以下 ＪＩＳ Ｋ ２５１４－１によ

る。 

全酸化 ｍｇ 

ＫＯＨ／ｇ 

２．０以下 

ラッカー度 付着物がないものとする。 

絶対粘度 ｍＰａ・ｓ  －２０ ℃ １ ５００以下 ＪＰＩ－５Ｓ－２６－９９に

よる。  －３０ ℃ ５ ０００以下 

 －４０ ℃ ２０ ０００以下 

注記 検査のための試料の採取方法は，ＪＩＳ Ｋ ２２５１による。 

注ａ） 使用する水は，蒸留水とする。 
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表3－性能等（２） 

項目 規定 試験方法 

シャダー防止性能 ｄμ／ｄｖ（５０） ≧０．０００ ＪＡＳＯ Ｍ ３４９－９８に

よる。 ｄμ／ｄｖ（１５０） － 

摩擦特性     μｔ増減比 ≧１．００ ＪＡＳＯ Ｍ ３４８－９５に

よる。 

せん断安定性   動粘度の低下率     ％ ２０以下 ＪＡＳＯ Ｍ ３４７－９５に

よる。 

 

表4－性能等（３） 

項目 規定 試験方法 

シャダー

防止性能 

初期 

防止性 

ｄμ／ｄｖ（０．３）＠

４０ ℃ 

報告 ＪＡＳＯ Ｍ ３４９－０１に

よる。 

ｄμ／ｄｖ（０．９）＠

４０ ℃ 

０．０以上 

保持性 ｄμ／ｄｖ（０．３）＠

４０ ℃，８０ ℃ 

報告 

ｄμ／ｄｖ（０．９）＠

４０ ℃，８０ ℃ 

１以上 

摩擦特性 最小μｔ比ａ） 

（５０－５００サイクル） 

０．８５以上 ＪＡＳＯ Ｍ ３４８－０２に

よる。 

μO/μd 最大値 

（５０－５ ０００サイクル） 

１．１０以下 

μd変化率           ％ 

（５０－５ ０００サイクル） 

１０以下 

せん断安定性 

（試験後１００ ℃

動粘度） 

超音波      ｍ㎡／s ５．７以上 ＪＡＳＯ Ｍ ３４７－０７に

よる。 

テーパローラベアリング      

ｍ㎡／s 

５．４以上 

注ａ) 最小μｔ比：ＲＴＦを用いた摩擦特性試験における５０ － ５ ０００サイクルでの最も小さ

いμｔ値に対する試験油のμｔの比が，最小となる値とする。 

3.3 その他の品質事項 

この自動変速機油は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，製造者の工場で封入又は出荷

検査された製品で努めて新しいものとする。また“労働安全衛生法”で規定する保管要領の表示に従

い保管された製品とする。 

 

4 品質保証 

 監督及び検査は，契約担当官等が定める監督・検査実施要領による。 
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5 出荷条件 

5.1 容器 

容器は，２０ Ｌ入りペール缶，２０ Ｌ入りポリ容器又は２００ Ｌ入りドラム缶とし，製品に影

響を与える有害な欠点があってはならない。防衛省のドラム缶に充塡して納入する場合は，調達要領

指定書によって指定するものとし，所要の修理及び完全な洗浄を行い，その外面は，ＮＤＳ Ｚ ０

００１による塗装を施す。 

5.2 外装 

外装は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習とする。  

5.3 表示 

表示は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，ＮＤＳ Ｚ ０００１によるほか，ペール缶等

については，図1による。ただし，製造年月にかえて出荷検査年月を記載してもよい。その場合，製造年

月と表示せず出荷検査年月と表示する。ドラム缶については，自衛隊の標識を“防衛省”に替えて表示

する。 

なお，記載されている使用方法，取扱い及び保管上の注意事項などは，日本語表記とし，国内の“消

防法”及び“労働安全衛生法”に該当する場合は，その旨を明記する。 

  

 

 品  名ａ) 

 物品番号 

 内 容 量  

 製造年月又は出荷検査年月 年 月ｂ） 

納入年月  年  月 

 ＬＯＴ Ｎｏ. 

 製造者名又は納入者名ｃ） 

 

注ａ) 品名（製品の呼び方）を記入する。 

注ｂ） 製造年月又は出荷検査年月を記入する。 

例1 製造年月 ２０２２年０９月 
                     注ｃ） 製造者名又は納入者名を記入する。 

例2 納入者 ○○○○(株) 

図1－ペール缶等の表示 

5.4 納入単位 

 納入単位は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，１５ ℃における容量（Ｌ）とする。 

 

6 その他の指示 

6.1 納入書類 

6.1.1 添付書類 

添付書類は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，表5による。 
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表5－添付書類 

名称 数量 

安全データシート（ＳＤＳ）ａ）（日本語版） 各１部 

試験成績書又は品質保証書ｂ） 

注ａ） 安全データシート（ＳＤＳ）は，“特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の 

   促進に関する法律”及びＪＩＳ Ｚ ７２５３による。作成日又は改定日を明記した最新版とす 

る。 

    なお，国内の“消防法”及び“労働安全衛生法”に該当する場合は，その旨を明記する。 

注ｂ） 品質保証書は，製造者が発行し，製造した製品の品質を保証する旨を記載したもので，製造 

   した製品の製品名，製造者名，規格，製造ロット，製造年月日又は出荷検査年月日などを記載 

   し，製造責任者のサイン又は印を入れる。また，当該書類が日本語表記でない場合は，納入 

者の印の入った日本語版もあわせて提出する。 

6.1.2 提出書類 

提出書類は，表6による。 

表6－提出書類 

名称 時期  数量ｃ） 提出先 

安全データシート（ＳＤＳ）ａ）（日本語版） 納入時 各１部 陸上自衛隊 

補給統制本部需品部 

 

安全データシート（ＳＤＳ）ａ）（英語版） 

試験成績書又は品質保証書ｂ） 

製品カタログ 

注ａ） 表5を参照 

注ｂ） 表5を参照 

注ｃ） 数量を変更する場合は，調達要領指定書によって指定する。 

6.2 仕様書に関する疑義 

この仕様書に関する疑義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.3による。 
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調 達 品 目 表 

調達要求番号   作成部隊等名 補給統制本部 需品部 

調達要求年月日 令和   年  月  日 作成年月日  令和 ４年 ３月 ２日 

仕 様 書 番 号 ＧＱ－Ｋ００００４９Ｒ 

1 調達品目 

品名 カタログ製品名ａ） 注記 

自動変速機油  （株）アイシン 

AFW（AT FLUID WIDE RANGE） 

昭和シェル石油（株） 

Ｓｈｅｌｌ ＡＴＦ 

日本サン石油（株） 

ＭＡＲＶＩＣ ＡＴＦ 

コスモ石油ルブリカンツ（株） 

コスモ リオ ＡＴＸ ＵＮＩ 

新日本油脂工業（株） 

 キューミック ＡＴＦ ＤⅢ-Ｈ 

ＥＮＥＯＳ（株） 

ＡＴＦスペシャル 

出光興産（株） 

 Ｓｈｅｌｌ ＡＴＦ Ｐｌｕｓ 

又は同等以上のもの（他社の製品を含む。） 

２０ Ｌ 

昭和シェル石油（株） 

Ｓｈｅｌｌ ＡＴＦ 

日本サン石油（株） 

ＭＡＲＶＩＣ ＡＴＦ 

コスモ石油ルブリカンツ（株） 

コスモ リオ ＡＴＸ ＵＮＩ 

新日本油脂工業（株） 

 キューミック ＡＴＦ ＤⅢ-Ｈ 

ＥＮＥＯＳ（株） 

ＡＴＦスペシャル 

出光興産（株） 

 Ｓｈｅｌｌ ＡＴＦ Ｐｌｕｓ 

又は同等以上のもの（他社の製品を含む。） 

２００ Ｌ 

注 a) この調達品目表に記載したカタログ製品名は，製品を選定するときの参考として例

示したものであり，当該製品を指定するものではない。 
 

 

． 


